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MESSAGE ACTIVITY REPORT 2023

NPO法人ワンダーアート代表理事／ホスピタルアーティスト
高橋雅子

仙台にボーダレスアートスタジオを創るきっかけとなったARTS for HOPEの活動も13年目を迎え、東北各地でニーズに合わせ
て継続する中、新たに能登半島地震も発生しました。すべてを失っても再び創り出すことができることを、東日本大震災で経験
した私たちは、微力ながら少しでも役に立ちたい、いや役に立つべきであると、目の前に山積した課題でなかなか動けない
自分に怒り、叱咤する日々です。
「アートでなにができるか？ではなく、アートでなにをするか！である」
東日本大震災に向き合う自分に投げつけたこの言葉を、再度自分に投げたいと思います。

WONDER ARTはこれからも、難病や障がいや重度心身障がいや被災など、生きづらさを抱えて生きる人 と々向き合いながら
ともに歩み、実現したい事々や夢でいっぱいです！
どうぞこれからも生きやすい社会づくりにご一緒に伴走いただけますよう心からお願い申し上げます。

2023年も皆さまのご支援で活動を続けてこられたことに、心から御礼を申し上げます。

福祉事業所Wonder Workersのメンバー11名は日々自分らしく過ごし、週末はボーダレスなWonder Art Studioの40名
それぞれが創作表現にパワー全開の場になっています。

そこから生まれた作品は思いがけず、G7サミット仙台を盛り上げ、宮城県のキャンペーンや企業ブランドイメージに採用さ
れるなど社会でも活かされ、八木山動物園のガーランドを楽しく飾り、東北大学病院の院内環境を明るく彩ることもでき
ました。そしてWonder Workers初の作品展も開催できて、メンバーやご家族にとって大きな喜びとなりました。

とびきりユニークなメンバーたちが地域の人々に親しまれ愛されることを願い、地域と混ざりながら連携や依頼に応えるう
ち、実に多種多様な人たちが訪れクロスオーバーする、温かくオープンなスタジオになっていました。

すべての活動のバックボーンであるホスピタルアートは、今や不可欠な活動として各病院から望まれ、入院患児者やご家
族、職員の心に希望と潤いをはこびながら、院内環境を温めています。



森のアート海のゲイジュツ

開催日：2024年2月10日～12日 加美町やくらいコテージ／2月23日～25日 加美町やくらいコテージ／3月29日～31日 オーエンス泉岳自然ふれあい館
助成：社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団

開催日：2023年8月14日・21日
助成：社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団
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2002年から2014年まで継続してきた『森のアート海のゲイジュツ』が、発達障がいの子どもたちのアートキャンプとして復活。
2日3日の宿泊プログラムを全3回行い、自然体験と共同生活を通して学校も年代も異なる子どもたちが交流しました。

G7 SENDAI
仙台市からのお声がけで、Ｇ７開催の機運醸成を目的と
した作品制作、グッズ製作に協力しました。参加国の
シンボルを細川隆之介さんに描いてもらい、関連グッズ
を製作。市庁舎や首脳陣が滞在した旅館、仙台市科学館、
商業施設（藤崎、ララガーデン長町）でパネル展示も行
いました。

発達障がいの子どもたちを対象に、夏休みの
スペシャルプログラムを実施しました。

アメリカ発祥のプロのダンサーによるバレエワークショップ
＜ユナイテッドダンス＞の日本における取り組みで、ダンサーが
着用するTシャツに堀江望海さんの作品がデザインに起用され
ました。

院内環境をアートで明るく。東北大学病院とのコラボレーションで院内展が実現しました。
Wonder Art Studio、Wonder Workersメンバーの作品30点を展示しました。

Happy Summer Art United Dance

Wonder Art Studio
障がいのある子ども、大人のアトリエを120回開催。延べ492名が参加しました。
定期的なクラスがスタートして6年。
絵画、陶芸、工作、それぞれ好きな表現を追求しています。
台風が吹き荒れるような日もあれば、凪のような日もあり、個性豊かなメンバーとの飽き
ることなき日々は続きます。

Wonder Art in Hospital

会期：2024年5月17日～7月19日（※2023年事業を期間延長で実施）
会場：東北大学病院（ホスピタルモール、図書コーナー、放射線治療室廊下）
助成：公益財団法人小林製薬青い鳥財団

助成：公益財団法人小林製薬青い鳥財団　一般財団法人日本児童教育振興財団　



開催日：2023年10月7日、8日　
会場：八木山動物公園フジサキの杜

宮城県キャンペーンに採用
「令和5年度障害者アート作品を通じた相互理解促進業務」のメインビ
ジュアルに、清宮玲さんの作品が選ばれました。SDGｓ WEEKでの作
品展示、仙台駅にあるデジタルサイネージでの広告、丸善書店でのしお
り配布など、各媒体でクローズアップされました。

Fujisakiday
八木山動物園フジサキの杜で開催されたイベントのイラスト公募で、
大和田滉介さん、細川隆之介さんが「藤崎賞」を受賞。大和田紳介さんも
オリジナルバックの採用作品に選ばれたほか、Wonder Art Studio有我
樹さんの作品も園内のガーランドにプリントされました。
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会期：2023年10月14日～22日　　
会場：大正記念館、及び清澄白河、門前仲町、豊洲の各所

アートパラ深川おしゃべりな芸術祭2023 
2022年の芸術祭で「豊洲エリア賞」を受賞した細川隆之介さんの作品が清澄庭園
の大正記念館で招待展示されたほか、“街なかアート”として清澄白河、門前仲町、
豊洲の各所にも複製画が展示されました。

助成：日本郵便株式会社

設備・ホームページの充実
商品開発に向けたミシンと3Dプリンターの導入、メンバーのアートワークや
アートグッズを紹介するWEBサイトのページ新設が実現しました。

出店の充実
Tシャツや陶器、カード類など新商品をつくり、仙台市が主催する公園やショッピングセン
ターでの販売会、大学や他団体主催のマルシェなどに出店しました。宮城県障害福祉課から
のお声がけで定禅寺ストリートジャズフェスティバルにも初出店。多くの来場者がありました。

出店先：勾当台公園、イオン卸町、ララガーデン長町、タピオ、JR東日本仙台支社、定禅寺ストリートジャズフェス
ティバル、東北大学ホームカミングデー、東北学院大学わがまちマルシェ、ナイスハートバザール、お花見マルシェ

会期：2024年1月27日～31日　　
会場：せんだいメディアテーク

第6回きいて、みて、しって、見本市。

企業のブランドイメージに！

Wonder Workers

特定非営利活動法人エイブル・アート・ジャパンと文部科学省主催の「障害の
ある人と芸術文化活動」に関する見本市。ニューカマーの作家を紹介する
＜ニューカマーセブン展＞に清宮玲さんの作品が選出され、ギャラリートーク
も行いました。

ナチュラル＆オーガニックなライフスタイルを提案するセ
レクトショップBiopleのイメージビジュアルに細川隆之介
さんの作品が採用されました。Biople全店舗の店頭ディス
プレイやウェブストアなど、各種広告に使用されています。

開催当時7人の在籍メンバーによる作品展を開催しました。
初日はギャラリートークも開催。 
6日間で1000人を越える来場がありました。

Wonder Workers 
7 Artists 展

TOPICSTOPICS

会期：2023年10月13日～18日　会場：せんだいメディアテーク
助成：公益財団法人仙台市市民文化事業団

アートの仕事場（就労継続支援B型事業所）は11人のメンバーになりました。
日々のアート制作のほか、病院に贈る手芸キットの準備やクリスマスカードの封入など、
団体の活動を支えるスタッフの一員として活躍しています。10月には展覧会も開催。
出店の機会も増え、Wonder Workersの活動を広く紹介した一年となりました。



ボーダレスアート
Happy Art Project

〔実施病院〕 開催日：2023年9月25日 国立病院機構福岡病院／11月21日 国立病院機構東名古屋病院／11月24日 山形県立こども医療療育センター／
　　　　　　　        11月27日・28日 国立病院機構釜石病院／12月13日 国立病院機構宮城病院

2009年から取り組む重度心身障がいの人々を対象としたプログラム。
一部病院の制限が解除され、対面プログラムが再開しました。
オンラインとリアルのハイブリッド開催。
直接的なコミュニケーションが図れる喜びを噛み締めたプログラムとなりました。

Christmas Card Project
クリスマスに入院する子どもたちの応援プロジェクトは21年目になりました。
メッセージライティングには全国の有志のみなさんや児童クラブの子ども
たちが参加。手描きのイラストや楽しい仕掛けが満載のカードを、全国41
病院に3,900枚お贈りしました。

〔メッセージラインティング参加者〕ジョーンズ ラング ラサール株式会社　モルガン・スタンレーＭＵＦＧ証券株式会社　花王株式会社 花王ハートポケット
倶楽部　ギャップジャパン株式会社　okta Japan株式会社　シチズン時計株式会社　リオティントジャパン株式会社　テレフレックスメディカルジャパン
株式会社　東北外語観光専門学校　仙台医健・スポーツ専門学校　沖縄尚学高等学校附属中学校　第一学院高校立川キャンパス　品川区立伊藤学園　
グッドライフパートナー宮崎　創造アトリエおおきな木　大船渡市たっせ学童クラブ　仙台市市名坂児童館　仙台市長命ヶ丘児童センター　仙台市鶴ケ谷
東マイスクール児童館　仙台市中野栄児童館　仙台市南光台東児童センター　仙台市東宮城野マイスクール児童館　仙台市向山児童館　益城町広安さく
らんぼクラブ　仙台市市民活動サポ―トセンター（「ちょっと。ボランティア」に参加した大学生の皆さん）　全国の皆さん

コーポレートパートナー：ジョーンズ ラング ラサール株式会社　モルガン・スタンレーMUFG証券株式会社
プロジェクトサポーター：花王株式会社　ハートポケット倶楽部（花王株式会社）　ギャップジャパン株式会社　okta Japan株式会社　
シチズン時計株式会社　リオティントジャパン株式会社　テレフレックスメディカルジャパン株式会社

宮城県立聴覚支援学校のプログラム
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開催日：2023年7月7日
助成：大東建託グループみらい基金

助成：田辺三菱製薬株式会社

東日本大震災の応援活動で訪れて以降、毎年リクエストをいただき、早期支援
クラスの幼児とご家族を対象に、初めてのアート体験と親子交流につながる
プログラムをお届けしています。

〔カード寄贈先病院〕北海道立子ども総合医療・療育センター　弘前大学医学部附属病院　国立病院機構盛岡医療センター　国立病院機構岩手病院　国立
病院機構釜石病院　国立病院機構花巻病院　東北大学病院　国立病院機構宮城病院　宮城県立こども病院　国立病院機構仙台西多賀病院　仙台
市立病院　仙台エコー医療療育センター　秋田大学医学部附属病院　山形大学医学部附属病院　国立病院機構山形病院　山形県立こども医療療育
センター　福島県立医科大学附属病院　筑波大学附属病院　国立病院機構渋川医療センター　国立病院機構下志津病院　千葉大学医学部附属病院 国
立国際医療研究センター病院　東京大学医学部附属病院　神奈川県立こども医療センター　新潟県立がんセンター　国立病院機構富山病院　金沢医
科大学病院　長野県立こども病院　　国立病院機構まつもと医療センター　国立病院機構三重病院　兵庫県立こども病院　和歌山県立医科大学附
属病院　鳥取県立総合療育センター　国立病院機構松江医療センター　国立病院機構東徳島医療センター　国立病院機構福岡病院　熊本大学病院　大分
こども病院　国立病院機構南九州病院　沖縄県立南部医療センター・子ども医療センター　国立病院機構琉球病院

ホスピタルアート
Happy Doll Project

助成：公益財団法人小林製薬青い鳥財団 
協賛：コスモエネルギーホールディングス株式会社
パーツ製作協力：モルガン・スタンレーMUFG証券株式会社の皆さん

18年目を迎えた入院患児の応援プロジェクト。願いを込めた世界でたった一つのマスコッ
トづくりを通して、夢中になれる時間をお届けしています。残念ながら対面プログラムの再
開には至りませんでしたが、530人分の手芸キットを参加希望のあった全国12病院へ配
布。完成した作品の写真を集めてペーパーミュージアムを制作し、参加者へ贈呈しました。
〔参加病院〕  弘前大学医学部附属病院　宮城県立こども病院　東北大学病院　山形大学医学部附属病院　自治医科大学とちぎ子ども医療センター　
千葉大学医学部附属病院　国立国際医療研究センター病院　東京大学医学部附属病院　神奈川県立こども医療センター　鳥取大学医学部附属病院　
川崎医科大学附属病院（倉敷市立庄中学校院内学級）　倉敷中央病院（倉敷市立東中学校院内学級）
オンライン開催：2023年11月10日　国立国際医療研究センター病院

病院の現場から寄せられた「どんな画材を使えばいい
の？」「患者さんの誘導の仕方は？」などの疑問に答え、
日々 の療育に活かすためのノウハウ冊子を製作しました。

Happy Art Bookの製作
TOPICSTOPICS

助成：公益財団法人あすなろ福祉財団　



ARTS for HOPE

Happy Flower Project  福島県南相馬市

現地のニーズにより継続している岩手・福島での活動のほか、
能登半島地震の被災地の応援に入りました。

震災後のまちを元気にしたいと、2012年から5年間にわたり<のまおい夢気球プロジェクト>と協働開催した屋外イベント。
その後も子どもたちの成長を見守り、気球の乗船会を続けてきた<のまおい夢気球プロジェクト>が2023年でフィナーレを
迎えるにあたり、7年ぶりのコラボレーションが実現しました。お花のインスタレーション、願いを込めたマスコットづくり、
大型キャンバスのペインティングで会場を盛り上げました。

開催日：2023年5月27日‐28日　
会場：雲雀ヶ原祭場地
助成：大東建託グループみらい基金 南相馬市子育て応援基金 
Happy Flower 制作： （岩手県大船渡市） 放課後児童クラブゆうゆ
う、大船渡保育園 （宮城県仙台市） 鶴ケ谷東マイスクール児童館、東
長町児童館 （福島県福島市） わんわん学童クラブ （福島県南相馬
市） 小高児童クラブ、橋本町児童クラブ、菜の花迷路参加者の皆さ
ん （東京都） モルガン・スタンレーMUFG証券株式会社の皆さん 
ボランティア参加：福島県立原町高等学校の皆さん

助成：大東建託グループ みらい基金
物資のお届け／一互一笑（福祉避難所）、ふれあい工房あぎし（福祉避難所） 阿岸公民館（避難所）、剱地公民館（避難所） 
訪問先／地域生活支援ウミュードゥソラ（福祉避難所）、輪島市役所門前総合支所 
提供物資／布団、枕、毛布、衣類、灯油、ガスボンベ、簡易トイレ、除菌シート、除菌スプレー、 米、味噌、お茶、水、コーヒー、野菜、生鮮食品、レトルト食品、缶詰、
お菓子、紙、テープ等

Happy Autumn 2023　岩手県陸前高田市
東日本大震災以降、継続してきた気仙地域に子どもたちの応援活動。2021年から障がいのある子どもたちを対象に、心と
体を開放して楽しむアートプログラムをお届けしています。

開催日：2023年12月23日　会場：ひばり生涯学習センター
助成：大東建託グループ みらい基金　南相馬市子育て応援基金

Special Project
福島県南相馬市
障がいのある子どもと家族を対象にしたプログラム。子
育てサークル<おひさまくらぶ>とのコラボレーションも
8年目、15回目となり、子どもたちも大きく成長しました。

開催日：2023年5月3日 菜の花迷路／7月23日 ゆらっと／10月14日 おだか秋まつり
助成：南相馬市子育て応援基金

福島支局の活動
福島県南相馬市
地域復興や地域活性につながるイベントへの出店や
親子向けのワークショップを行い、多くの地元高校生
ボランティアが参加しました。 

能登半島緊急支援
石川県輪島市
2024年1月1日に発生した能登半島地震。1月9日から11日
まで被災地に入り、福祉避難所を中心に緊急物資をお届
けしました。スタジオ近隣の有志の方々からも、物資をご
提供いただきました。

10 11

開催日：2023年11月23日　会場：奇跡の一本松ホール　
助成：大東建託グループ みらい基金



『みんなで話そう これからのアート』
（主催：仙台市、仙台市教育委員会）

『インクルーシブ縁日』
（主催：貴凛庁株式会社）　

地域連携

陶芸ワークショップ

多様な人々が暮らす荒町。地域のお祭りや陶芸を通して、同じ地域に暮らし、
学び、働く人たちが交わるインクルーシブなワークショップを実施しました。
商店街振興組合や大学主催のイベントにも協力・参加しました。

外部からの依頼事業

開催日：2023年11月11日、15日、19日、12月2日　会場：ワンダーアートスタジオ
2024年3月28日　会場：荒町児童館
2024年2月1日～28日　陶芸作品展／会場：ワンダーアートギャラリー
助成：公益財団法人仙台市市民文化事業団

七夕祭りワークショップ
開催日：2023年7月1日、2日、15日、16日、8月5日　
会場：ワンダーアートスタジオ
7月12日、19日　参加者：グループホームノテ五橋のご高齢者
7月14日　会場：東北外語観光専門学校
7月21日　参加者：ビッグママスーパーキッズ
助成：公益財団法人仙台市市民文化事業団

七夕まつり

あらまちハンドメイド市チラシデザイン
荒町商店街振興組合の依頼により、チラシデザインを手がけました。
Wonder Art Studioメンバーの作品もデザインに起用しました。

あらまちハロウィン
地域の子どもたちが安心して駆け込める居場所をつくり、防犯意識を
高めることを目的とした「仙台荒町子まもりプロジェクト」の一環で、
ハロウィンイベントに参加しました。

わが街マルシェ
10月8日に東北学院大学で開催された<五橋キャンパス祭>。
商店街に招かれ、学生や地域の出店ブースに参加しました。
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仙台市文化芸術推進基本計画策定に向けた取り組みの一環。
障がいの有無に関わらず“みんながアートを楽しめるまち”について
対話するイベントの会場で、来場者向けの遊び場を企画運営しました。

会場におけるアートワークショップの企画実施

開催日：2023年8月11日　会場：せんだいメディアテーク

開催日：2023年8月26日　会場：仙台三越屋上Jozenji Beer Park

社会教育実習生のボランティア体験の受入
開催日：2023年9月15日　会場：ワンダーアートスタジオ

『ちょっとボランティア』
（主催：仙台市市民活動サポートセンター）

若者の就労や就学を支援する
認定NPO法人Switchの利用者が、
社会体験の一環としてボランティアに参加しました。

ボランティアの受入

マンション管理組合からの依頼で、住人の孤立防止を
目的としたアカペラコンサートの会場を子どもたちの
作品で装飾しました。

ライブ会場装飾

講演（高橋雅子）

8月6日～8日に開催された荒町商店街振
興組合の七夕まつりに参加しました。スタ
ジオに通う子どもたちや地域の人たちと
制作した七夕飾りで実行委員長賞を受賞
しました。

全国訪問研究会IN北海道 仙台医健・スポーツ専門学校
特別支援学校教員等で結成する訪問教育の
研究会におけるワークショップ
開催日：2023年8月3日、4日  
会場：札幌養護学校白桜高等学園

幼児教育を学ぶ学生対象の「幼児と造形表現」に
関する2日間の連続講義
開催日：2023年12月1日、2日　
会場：ワンダーアートスタジオ
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寄贈先：東北大学病院　国立国際医療研究センター病院　
　　       おひさまクラブ（南相馬）　

                ワンダーアートスタジオ／ワンダーワーカーズ（仙台）

プレゼント提供：株式会社ディック・ブルーナ・ジャパン

2019～2020年度に施設の改修や設備の導入にご支援
いただいた丸紅基金。助成先活動紹介動画にWonder 
Art Studioが選ばれ、3月2日～3日にかけて撮影が行わ
れました。取材の様子は「Marubeni Corporation - 丸紅
公式YouTubeチャンネル」で紹介されています。

TOPICSTOPICS

プレゼント配布
企業から寄贈された生活雑貨を、病院と障がいのある子ども・大人の活動の
クリスマスプレゼントとして活用させていただきました。

2023年
5/11
5/11　
9/28
10/16
12/21

NPO法人ワンダーアート
〒984-0073　宮城県仙台市若林区荒町172　第一旭ビル
TEL 022-724-7255　　FAX 022-724-7285　　npowonderart@gmail.com　　https://www.wonderart.info/

新聞／河北新報　「障害者アート 各国身近に」
新聞／河北新報　「河北春秋 ノッポさん追悼」
雑誌／りらく　「りらくインタビュー（高橋雅子）」
新聞／読売新聞　「心通じる芸術作品」
新聞／石巻日日新聞　「いしのまきNPOびより」

2024年
1/27
1/30
1/31

〈助成〉
社会福祉法人朝日新聞厚生文化事業団
公益財団法人あすなろ福祉財団
公益財団法人小林製薬青い鳥財団
公益財団法人仙台市市民文化事業団
大東建託グループみらい基金
第11期 田辺三菱製薬 手のひらパートナープログラム
一般財団法人日本児童教育振興財団
2023年度日本郵便年賀寄付金助成
令和5年度南相馬市子育て応援基金

〈協賛〉
okta Japan株式会社 
花王株式会社
ハートポケット倶楽部（花王株式会社）　
ギャップジャパン株式会社　
コスモエネルギーホールディングス株式会社
ジョーンズ ラング ラサール株式会社　
シチズン時計株式会社　　
テレフレックスメディカルジャパン株式会社
モルガン・スタンレーMUFG証券株式会社
リオティントジャパン株式会社  

〈寄附〉
NPO法人小江戸大江戸トレニックワールド
池上琴子　池田朗子　石井真理　石毛慎也　石坂真智子　伊吹広子　植松健　
大内さんの子供を守る会　大方智子　皆谷尚美　笠木恵子　金子史絵　菊地みどり　
Tomoyuki Koizumi　佐々木知子　佐藤保雄　澤田克己　宍戸登美子　白髪宏司　
Jiajia Jiang　清宮玲　高野好眞　田中長子　長尾浩ニ・長尾圭子（カットショップショーン）　
野﨑春子　古家貴代美　宮里かをり　村山令奈　八巻正昭　渡邊恭子

Design by Studio 029

メディア掲載

2023年度も温かなご支援をいただき、ありがとうございました。
心より御礼申し上げます。（敬称略）

サポーターのみなさま

〈会員／賛助会員〉
シチズン時計株式会社　株式会社第一製版
明石伸子　阿部千恵美　石毛慎也　石毛恭子　石毛隆史　石毛珠美　石毛啓介　石毛純子
市瀬明美　植松健　大方智子　M・O　梶谷陽子　河津あつ子　菊田孝宏　北川衆一　
工藤裕恵　小嶋一利　堺武男　佐々木知子　佐藤保雄　佐藤仁志　白髪宏司　関根さゑ
滝井真智子　高橋悦子　高橋康子　瀧田紀子　田中長子　丹治武志　坪井利枝　中道主悦
西方郁子　野﨑春子　林美沙子　ベルコート・バレット　堀野百合子　本田宏　本田容子
前沢明枝　三浦潤　三浦慶奈　村山令奈　守栄一　柳田誠二　Wonder Art Studio Members

〈物品寄附〉
株式会社シーズ　杜の額縁工房　有泉利菜　石毛恭子　榎本邦子　KANA　黒須敦子　
佐々木三枝子　佐藤真恵子　佐藤美紀　藤本晃子　三浦潤　武藤美香子　渡来公子　　　　　　　　　

ラジオ（ポッドキャスト）／するひとradio　（高橋雅子インタビュー）
新聞／河北新報　「心のケア 長期的に」　（高橋雅子インタビュー）
WEBメディア／まちりょく「まちを語る」　（高橋雅子インタビュー）

＊お手数ですが、お振込の際は事務局までご一報ください。
＊会員の皆さまには、活動報告書や各種ご案内をメールや郵送でお送りします。

活動には皆さまの応援が必要です。
ぜひ会員になり、ご一緒に活動を支えて下さい。

年会費　　個人 10,000円　　団体 50,000円　　法人 100,000円

三菱ＵＦＪ銀行
仙台支店　（普）0935444  トクヒ）ワンダーアート

七十七銀行
荒町支店　（普）5023198 トクヒ）ワンダーアート

ゆうちょ銀行
記号：18100　番号45866381 トクヒ）ワンダーアート
＊他の金融機関からお振込の場合
店名：八一八（ハチイチハチ）　店番：818　
普通　4586638 トクヒ）ワンダーアート

会員募集！


